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1はじめに
地区から「こどもと地域が共に,住みよいまちづくりをしよう」と要請された。学校の
教育活動にまちづくり活動を入れる可能性を三つの観点から検討した。
① 指導要領等の内容
60年ぶりに改訂された教育基本法の規定第13条に,「学校家庭及び地域住民(略)相互
の連携及び協力を努めるものとする。」1学校教育法第43条に,「小学校は,(略)保護者
及び地域住民との連携及び協力の推進(略)」2,指導要領の総則には,「学校における教
育活動が学校の教育目標に沿って効果的に展開されるためには,(略)地域社会との連絡を
密にし,連携を図り,それを教育課程の編成,実施に生かしていくことが大切である。」3
これまで,教育は学校でという風潮が強かったが,学校は地域と離れては存在しない。地
域と共にこどもの生きる力を育てていく教育の転換が求められている。
② 教育活動への位置付
学習指導要領解説には「学校の教育活動を推進にあたっては,創意工夫のある特色ある
教育活動の展開」「教科の知識・技能の活用を図る学習」「総合的な学習の時間を中心に教
科を横断した活動へ発展させることが重要」4としている。まちづくりの活動を教育課程
に教材化の工夫をすれば,効果的な学習活動の展開が可能となる。「総合的な時間や,教科
を有効関連付けたクロスカリキュラムで構想すれば,より効果的な学習展開が可能」5と
ある。
③ 活動を通しての教育
どのような人間形成の教育が可能かを予測した。まちづくり活動は,共に活動すること
を通して,地域の人と触れ合い,地域の人の人としてのありようを学び,自分の人間性を
育てていくことにおきたい。まちづくり活動を通して育てたいものを,生きる力の基礎を
培う,言いかえれば,社会形成者としての基礎を養うことができる。
三点から検討した結果,地区からの要請を受け入れ,「こどもと地域がすみよいまちづ
くり活動」を始めた。
以上を踏まえ,本研究は,「社会形成力の基礎を育てる社会科学習-まちづくりー」の
研究を行う。社会科学習とした理由であるが,社会科は,「社会についての理解を図り,(略)
国家・社会の形成者として必要な公民的な資質の基礎を養う」6ことを目標(小学校)とす
る教科であるからだ。ここでは,4年生の具体的な授業実践を通して検証する。
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2 まちづくり活動
① 「共生のまちづくり」
深溝地区のまちづくり活動の発端と
なった活動。経済成長による人口流入
があり,スポーツによる旧区民と新区
民交流活動。継続。
② 「川の保全まちづくり」
三ヶ根山麓に産廃の不法投棄をはじ
めとした河川の汚染が拡大から拾石川
を守る活動。継続。
③ 「文化活動交流まちづくり」女性
を中心とした和太鼓の会,絵手紙や,
料理教室を通した女性の交流。男性を
中心とした,地域の歴史研究と地域誌
の発刊。継続。
④ 「高齢者や障害者が暮らしやすい
まちづくり」
乳幼児から,子育てママ,高齢者や,
障害者が暮らしやすい場所校内の空き
教室を触れ合いサロン。新設。
⑤「防災のまちづくり」新設。
(以降,「まちづくり」と記載)深溝
地区には,三河地震によって生じたに
深溝断層がある。地震は,阪神淡路大
震災に匹敵する死傷者が生じた。近々
遠州灘沖地震災害が予想されるために
新設した。防災避難所に指定されてい
る小学校は,断層上にある。防災に備える場所にする。
過去に取り組んでき活動①~⑤を統合し,こどもから,大人までが安心,安全に暮らせ
るまちづくりをめざす。(図1)
3 具体的なまちづくりの活動
まちづくり活動は,土,日に行うことが多い。中心になって活動する委人は,農家や自
営業,退職者が多い。都合がつけば,平日もこども活動が可能である。
1年間に行ってきたまちづくり活動は次のとおりである。
① 避難所としての小学校づくり
まちづくり活動は,緊急避難所としての学校づくりをする。地震によるライフライン崩
壊後の避難所に最低必要なものである。可能な活動は,飲料水と光の確保を想定した。学
(図1)まちづくり委員会の構想
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校は高台にあるため10m下の古井戸からの飲料水をくみ上げる。くみ上げに必要な電力
を賄う施設を作る。夜間も発電も想定して風力発電を設置した。また,電力は,夜間照明
としても利用できる。水や電気は,平常時には必要としない,水と電気を有効利用して,
校庭に「ミニ拾石川ビオトープ」を設置して拾石川の自然保全と川に親しめる環境づくり
をする。拾石川の魚の放流を行い,川の生き物の育つ場所する。設計は,6年生と委員会
が行う。
ビオトープづくりは,地元住民とこどもが,穴掘りや地固めをして完成する。1年間の
長丁場であったが,大人は,大いに楽しみ,趣味が高じて,昔の工法ですることや,里山
の再現と称して,茅葺屋根の水車小屋を作成した。車小屋の中には,精米と,学校で体力
づくりを兼ねて,ゲートボールした後高齢者の憩いの場所(喫茶場)づくりをした。
茅葺屋根の発想は,高齢者が学校に来て健康に遊ぶことができる憩いの場所とする。避
難所に,せせらぎの音を入れ心を癒す発想である。ビオトープには,将来,50メートル
段差のある拾石川から水車で揚水を行い,学校のビオトープに導水する計画であった。
ビオトープは,6年生の卒業制作として行う。全校が,総合的な学習の時間を使ってビ
オトープづくりに参加する。
② 拾石川環境保全活動
川は生きており,少しでも放置すると,環境が悪化する。ゴミ拾いや川環境調査だけで
はなく,昔は生息していた鮎を放流する等楽しみながら,川環境保全活動をする。拾石川
を,PTAに呼びかけ,保育園からお年寄りまでを集めて,水に飛び込みたくなるような
川遊び場所にすることを目指す。
③ 東海地震を想定した検討会と深溝断層の観察と防災訓練
幸田町を中心に,岡崎市・蒲郡市一帯をボランテアの拠点にしようとする検討会の開催。
愛知業大学の断層観察調査に参加して,断層の研究をする。こどもと共に「防災マップ」
作製と防災訓練。ここでは,歴史クラブが防災委員会と共に観察に参加する。
④ まちづくり文化活動
文化交流活動等は平日の活動が不可能なため,土日に行われることが多い。土日に都合
の付く人が参加して行う。和太鼓は, 4, 5, 6年を対象としたクラブ活動に位置付けて学
校で練習と交流をする。イペント等に大人と共に参加する。絵手紙,生活改善や,地域の
歴史を学ぶクラブも同様である。
4 社会形成力の基礎を育てる社会科学習
4年 実践
魚つ力み大会を成功させよう
(1)授業の構想
① まちづくり活動を通して,社会科ではどんな学習が可能か社会科の指導要領解説を
分析する。
社会科の指導要領と解説には3・4年の社会の目標として(1)地域の産業や消費生活
の様子,人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を守る諸活動について理解し社会の
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一員としての自覚を持つ
ようにする。学習を通し
て,このねらいを達成す
ることが社会形成者とし
て必要な公民的資質の基
礎を養うことになる。7
良好な生活環境を守る諸
活動を対象とする。具体
的な内容は,飲料水,電
気,ガスの確保及びごみ
下水などの廃物利用処理
にかかわる対策事業とし
ている。廃棄物の処理に
は,そこで働く人を調査
する活動が考えられる。
また,廃棄物処理と自分
たちの生活や産業とのか
かわりを調べる。廃棄物
処理にかかわる対策や事
業が人々の生活や生活に
欠かすことができないこ
とを具体的に調べること
である。8
② より効果的な学習
を可能にする構想を立て
る
社会科のねらいを達成
するためにまちづくり活
動や,他教科との関連を
させ,意欲的な追求活動
を引き出す提案をする。
これらの学習を重ねて
いけば,社会科の目標「社
会についての理解を図り。
〈略〉国家・社会の形成
者として必要な公民的な
資質の基礎を養う」こと
を目標達成できることとなる。4年生は,こどもが,まちづくり委員会の方と共に楽しく
活動できる総合単元を開発し人々の健康な生活や良好な生活環境の学習ができる実践した。
図2
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(2)総合単元魚つかみ大会を成功させよう(図2指導の流れ)
社会科のねらい 人々の健康や良好な生活環境を守るための諸活動について理解でき
るようにし,地域社会の一員としての自覚をもつようにする。
授業の展開
魚つかみ大会は,PTAとまちづくり委員会主催の行事で,以前から,地区のあちこち
の川で行われていた。 目的は,地域の自然に親しむことができるこどもの育成にある。
4年生は,この行事を拾石川で行いたいと提案したところ「川がきれいだったらいい」こ
とになり,川の環境保全の状況調査を行い,魚つかみ大会を成功させた。
実践の過程は,活動は次の通りである。
① 川の上流で,5000頭の豚を8人で養豚をしている。そこから排水が流れてくるの
で大丈夫か,ということになり養豚場へ行くこととなった。
ここでは,養豚の取り組みと養豚業者の公害対調べをする。経営者からは,周辺住民の
環境に配慮しなければ,養豚経営は成立しない。養豚の排水からは,大腸菌がOとなる企
業努力をしていることを学ぶ。排水だけでなく,匂いも外部に漏れないよう冷暖房完備の
完全密閉豚舎を作るなどして,環境保全対策を行っている。環境対策は,養豚業者にとっ
ては,莫大なお金がいる。周辺にも環境対策に遅れをとった養豚場は廃業に追い込まれる
ことが多い。
② 養豚場だけでなく,家庭からの排水やごみは大丈夫かという疑問を持ち調査を開始し
た。
多くの家庭は,生活改善グループ員である。家庭排水をそのまま流さない。竹炭による
川の浄化など取り組んでいることを調べた。生活改善グループの中には,炭焼き釜を作っ
て炭を焼いている。行政も,下水処理施設や,ごみ処理施設を作って対処していることが
わかった。こどもたちは,地区住民の処理できなかったごみが,他地区の環境悪化をきた
さないかの疑問を抱き,図2右上のゴミ処理場の見学を行った。
③ 地区の人が6月に川のクリーン運動を行っていることを知り,同行したが川遊びと魚
つかみになってしまった。魚とりの経験のないこどもに,まちづくり委員会の人が付き合
い,魚とりを教えてくれた。おじさんたちは,昔は鮎がいたころを教えてくれた。こども
は,鮎が育つ川は,きれいな川が多いから,6月に水産高校から1000匹の稚魚の提供を
していだだき,無事成長するか調査を行った。成長していれば,さかなつかみ大会に鮎つ
かみができる期待もあった。川環境調査のまとめとしてM子は,「私たちにとって,拾石
川はきれいで,生き物がいて,いろんなことをして遊べるのですごく楽しい川です。ほか
の川も調べたけれど,額田の鮎が住んでいる山の学校と同じにおいがしました。飲めたら
拾石川の水が飲みたいです。」と記録した。
この記録が発端となり,拾石川の水を飲料水として飲めるか方向に発展した。図2の右
上の浄水場の見学に発展し,暮らしを支える水学習に発展した。
夏休みの魚つかみ大会が開催された。保育園から高齢者500人が参加する大会となった。
こどもと共にズボンのまま座って,水の感触を味わう母親や,4年生は水着で川遊びする
こどもも現れた。堤防は,バーベキュウ等をし,昼食会場にもなった。
この後,参加者全員で,元のように後片付けしていった。母親は「私たちの小さい頃は,
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川は汚いもの入ってはいけないと言われて入らなかった。初めて入って,川の水はこんな
にも気持ちのいいものだとは思わなかった。」という言葉を残して帰っていた。4年生は,
鮎を捕獲することができなかったが,満足そうであった。
このあと,来年は拾石小学校のこと一緒にやろうということになり川の良さのPRをす
ることや,拾石川の良さを発信する活動へ発展していった。
4年 地震につよいまちづくり
(1)授業の構想
① まちづくり活動を通して,社会科ではどんな学習が可能か社会科の指導要領解説を
分析する。地震を取り上げた場合には,国と県と市の協力による,地震情報の提供,緊急
避難場所の指定や備蓄倉庫の訓練などへの地域設置,地震発生を想定した緊急時の連絡体
制等の整備,及び計画,避難の協力と参加を取あげることが考えられる。
まちづくりが真剣に取り組んでいるのは,地震への対処である。ここには,三河地震の
傷が心にあるからである。まちづくりの参加者の半数は,三河地震の時1年生以上であり,
家族の死,家が崩壊,地震の後の避難生活の恐怖体験から,避難所づくりを始めた。これ
らの事実から,地震災害の事故防止を最大限に防ぐ対策や,災害の起こった後の対処の仕
方を考える。災害に備えるために,学校になぜ風力発電を備えるのか,茅葺屋災害の起こ
った後になぜ必要かなどから始まり,社会科で学ぶことの学習活動を展開した。
社会科のねらい 人々の健康や良好な生活環境を守るための諸活動について理解でき
るようにし,地域社会の一員としての自覚をもつようにする。
授業の展開
① 三河地震による,深溝地区の被害とその後の生活について知る。
おじさんの体験談から,当時の発生箇所の,建物の被害,後の生活を聞く。
マップに表す。
② 将来,地区周辺で同じような災害が起きた場合,どのように対処していかねばなら
ないかを考える。
幸田町は,地震に対する備えはどんなことをしているか調べる。
③ 町だけの対策では足りないので,地域も地震に対する対策を考えている。
④ 地震防災の対策として自分たちができることはないか,しなければいけないことは
なにか考える。
⑤ こどもたちは,学校での取り組みを肌で感じ,こどもたちは防災マップを作ること
を発案し製作した。このマップをもとに,行政は,深溝地区の避難経路と危険個所の
備蓄倉庫の地図を作り配布した。
⑥ まちづくり活動で行っている避難所,深溝小学校は,断層上にある。学校は大被害
を受けた。その場所だけでいいのかということになり,他の場所はできないか検討を
した。
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5 終わりに
まちづくりと社会科学習をリンクして,社会形成力の基礎を育てる実践研究を実践展開
してきたが,非常に難しい実践であった。二つの事例は学習の成果を新たな形で社会に貢
献しようとしており,社会形成者としての基礎を培うことができた実践として評価したい。
地域の人のまちづくり活動も,停滞することなく継続できており,地域の人の社会形成
力をさらに高めようとしている行動を通してもそのことが分かる。
しかし,この研究実践は大変難しい方向での取り組みであった。それは,まちづくりと
社会科をリンクしたところにある。それは,まちづくりは活動であり,社会科は学習であ
り,学習方法のずれを生じることが多かった。社会科には,社会科の学習するねらいがあ
り,それを達成しなければならない。まちづくり活動は,社会科の教科にはなじまない内
容が山積しているからである。
6年生は,まちづくり活動の中で,総合学習として取り上げた。また,まちづくり活動
と,地震防災の取り組みをした。その後,二つのことをかかわらせて,私たちの政治とく
らしの学習へと発展させ,もう一度障害者福祉・防災の学習をした。ここでは社会形成者
としての基礎を培うことができた。まちづくりと社会科学習をリンクして,社会形成力の
基礎を育てる実践研究を実践展開してきたが,非常に難しい実践にしたのは,形成に参画
する資質は能力の参画の部分である。北は,実社会・実生活への参加・参画学習を急性に
求める学習には問題がある。」9としている。ここのところがこれからの課題である。
注
1,2 文部科学省「小学校学習指導要領〈総則〉」東洋館出版社2008 P17
3 文部科学省「小学校学習指導要領〈総則〉」東洋館出版社2008 P18
4,5 文部科学省「小学校学習指導要領〈総則〉」東洋館出版社2008 P19
6 文部科学省「小学校学習指導要領〈社会〉」東洋感出版社2008 P 5
7,8 文部科学省「小学校学習指導要領〈社会〉」東洋館出版社2008 P18
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